三重地区
	14) 南勢ブロック


長期的展望(2003～2007年)についての取り組み

①滞日外国人：外国人との交流促進

〇　外国語のミサの実施（松阪）

〇　教区の担当者会議・研修への参加を勧める

〇　日本語教室の実施（松阪）

〇　合同ミサを松阪で行うときには国際ミサとする。

〇　両教会の外国人担当者の交流・情報交換を考えていきたい。

②青少年：次代を担う青少年を養成する

〇　教区の活動の紹介、参加推進

〇　小教区としての取り組みは難しい

③共同宣教司牧：

〇　短期の課題の中で取り組んでいく。

短期課題

①合同ミサの企画を通して両教会の交流を促進する。

〇　2004年９月12月14：00～　　伊勢教会で実施

〇　2005年は松阪で行う

〇　両教会の信徒が交流する機会として喜ばれている。

②三重県合同堅信式での協力

〇　６月13日・伊勢教会で実施

〇　松阪教会から典礼奉仕をはじめ、受付・接待の協力をお願いした。

〇　大きな行事をどちらかの教会で行う際の強力は自然なこととして行われている。

③ブロック会議を通してさらに共同宣教司牧を推進する。

〇　2004年は４回行った。

〇　両教会の合同行事の企画・情報交換・教区からの課題・規約改正など、共同司牧にかかわる大切なことが

話し合われて入る。
④司教訪問の準備

〇　12月12日、伊勢教会にて。

〇　典礼を中心に松阪教会の協力を仰いだ。

〇　共通の分かち合いの手引きを作成し、両教会で３回の準備の分かち合いを行った。

〇　今年は４月24日、松阪で。

⑤小教区規約の共通化の検討

〇　2005年度に準備を終え、2006年度に完成するという共通の予定を確認。

〇　作成の過程で両教会の案を参考にしあう。

⑥司祭の役割分担の見直しと共同宣教司牧のあり方

〇　第三日曜日に司祭がミサを交代する。

〇　尾鷲は交代でミサに行く。

〇　司祭同士のコミュニケーションを大切にする。

〇　２教会に司祭二人のため、信徒の多くは共同宣教司牧の意味を理解していない｡今後の理解をさらに

求めていく必要がある。

